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琉大グローパルシティズン・カリキュラム
一一学士課程教育の質保証の中核を担うものとしてーー

第2期中期目標・中期計画(平成22年

4月1日~平成28年3月31日)が、本

学も平成 22年4月からスタートした。そ

の中期計画は次の様に始まっている。

I大学の教育研究等の質の向上に関する

目標を達成するためにとるべき措置

1教育に関する目標を達成するための措

置

( 1 )教育内容及び教育の成果等に関す

る目標を達成するための措匿

. (略)

・学士力を保証するため、学位の分野に

応じた体系的なカリキュラムや教育プロ

グラムを琉大グローパルシティズン・カ

リキュラムとして実施する。

この「琉大グローパルシティズン・カ

リキュラムJ(University of the R戸水戸lS

Global Citizen Curriculum=URGCC) は全学

的な教育改革の取組であり、いわば琉球大

学版の学士力養成のためのカリキュラムで

ある。 URGCCは、第 2期の中期計画にお

いて琉球大学が教育面において達成すべき

最も重要な事項の 1つである。平成 22年

度の年度計画においても、「琉大グローパ

ルシティズン・カリキュラムに係る教育

課程編成の基本方針を決定するJとなっ

ており、平成 23年 3月にこの fURGCC

基本方針Jが決定されている。

fURGCC基本方針」からその要点をま

浜崎盛康(大学教育センター長)

とめてみると、次のように言えるだろう。

「琉大グローパルシティズン・カリキュ

ラムJは本学の「学士課程教育の質の保

証」の中核を担うことになるものであり、

琉球大学で学んだ学士として相応しいより

一層の知識や能力を身につけさせるための

ものである。具体的な URGCC学習教育目

標は次の 7つである。「自律性」、「社会性J、

「地域・国際性」、「コミュニケーション

・スキルj、「情報リテラシー」、「問題解

決力」、「専門性」。これらの学習教育目標

を達成するために、「学士教育プログラムj

を単位として、アドミッションポリシー(入

学者受け入れの方針)、カリキュラムポリ

シー(教育課程編成・実施の方針)、ディ

プロマポリシー(学位授与の方針)を体系

的に整備し、学習教育目標をシラパスに明

記し、 4 (6)年一貫教育を実現すること

が福われ、 FDの推進の重要性が改めて確

認されている。

この URGCCをめぐって、 URGCCを専

属で推進・支援する組織が是非必要である

との認識のもと、 fURGCC推進支援室」

も平成22年 10月に設置され活発に活動し

ている(平成 22年度の URGCC推進支援

室の活動については、「平成 22年度

URGCC推進支援室活動報告書J参照)。

「琉大グローパルシティズン・カリキ

ュラムJ(University of the Ryukyus Global 

Citizen Curriculum) の着実な実施が求めら

れている。


